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不
動
産
の
相
続
と
遺
産
分
割

い
ざ
と
い
う
時
に
あ
わ
て
な
い
相
続
と
終
活　

＞＞＞　

第
２
回

小林磨寿美税理士事務所所長
／税理士

小林 磨寿美
［こばやし・ますみ］横浜国立大学経
営学部卒業。現在、東京地方税理士会
税法研究所研究員、青山学院大学大学
院ビジネス法学科非常勤講師も兼務。
主な著作に『これからの相続不動産と
税務』『税理士が知っておきたい兄弟
姉妹の相続』『相続税申告で迷いがち
な債権・債務』（以上、清文社）、『修
繕費・改良費及び増改築費用の税務（令
和４年改訂版）』をはじめ多数がある。

得
す
る
方
法
で
す
【
図
表
２
】。
共
有
分
割
は
遺
産

分
割
の
先
送
り
的
性
質
を
有
す
る
の
で
、
共
有

関
係
を
数
年
後
に
ど
う
解
消
す
る
か
等
も
考
慮
に

い
れ
て
選
択
す
べ
き
方
法
と
な
り
ま
す
。

（
３
）
墓
地
の
相
続

　

実
際
の
相
続
で
は
、お
墓
を
誰
が
引
き
継
ぐ
か
も

問
題
と
な
り
ま
す
。
お
墓
の
土
地
だ
け
、
先
代
や

先
々
代
の
名
義
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
よ
く
あ
り

ま
す
。
お
墓
に
つ
い
て
は
、
慣
習
に
従
っ
て
祖
先

の
祭
祀
を
主
宰
す
べ
き
者
が
承
継
す
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
被
相
続
人
が
指
定
し
た
場
合
は
、
そ

の
指
定
さ
れ
た
人
が
承
継
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

墓
地
の
相
続
は
、
遺
留
分
の
算
定
に
影
響
を

与
え
ま
せ
ん
、
ま
た
、
相
続
を
放
棄
し
て
も
承
継

が
可
能
等
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
後
々
の
管
理
を

考
え
る
の
な
ら
ば
、
お
墓
だ
け
は
、
遺
言
で
祭
祀

主
宰
者
を
指
定
し
て
お
く
の
が
安
心
で
す
。

遺
産
分
割
又
は
遺
言
と

配
偶
者
居
住
権

（
１
）
配
偶
者
居
住
権
と
は

　

遺
産
分
割
を
協
議
す
る
と
き
に
、
被
相
続
人
の

　
「
遺
産
分
割
協
議
」と
は
、共
有
と
な
っ
た
財
産

上
の
権
利
義
務
の
分
け
方
を
話
し
合
う
手
続
で
、

そ
の
進
め
方
は
【
図
表
１
】
の
通
り
で
す
。

（
２
）
遺
産
に
不
動
産
が
あ
る
場
合
の
遺
産
分
割

　

遺
産
分
割
で
は
、
自
宅
不
動
産
は
配
偶
者
が
、

貸
ア
パ
ー
ト
は
長
男
が
相
続
す
る
な
ど
、
相
続
財

産
そ
の
も
の
を
特
定
の
相
続
人
が
相
続
す
る
方
法

が
採
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
の
方
法

を
「
現
物
分
割
」
と
い
い
ま
す
。

　

し
か
し
、相
続
財
産
が
自
宅
不
動
産
と
預
金
の
み

で
あ
る
よ
う
な
場
合
、
現
物
を
特
定
の
者
に
相
続

さ
せ
る
と
不
公
平
に
な
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
発
生

し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
の
分
割
方
法
と
し
て
、

代
償
分
割
、
換
価
分
割
、
共
有
分
割
が
あ
り
ま
す
。

　
「
代
償
分
割
」
は
、
特
定
の
相
続
人
が
遺
産
の

全
部
ま
た
は
大
部
分
を
取
得
す
る
代
わ
り
に
、
他

の
相
続
人
に
、
自
己
の
財
産
か
ら
現
金
（
代
償
金
）

等
を
支
払
う
と
い
う
方
法
で
す
。「
換
価
分
割
」は
、

遺
産
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
売
却
し
、
そ
の
代
金

を
そ
れ
ぞ
れ
の
相
続
人
の
相
続
分
に
応
じ
て
配
分

す
る
方
法
で
す
。
そ
し
て
、「
共
有
分
割
」
と
は
、

遺
産
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
相
続
人
間
で
共
有
取

　

今
回
は
相
続
と
遺
産
分
割
協
議
に
つ
い
て
ご
説

明
し
た
上
で
、
相
続
財
産
の
中
に
不
動
産
、
特
に

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
自
宅
等
が
あ
る
場
合
の
相

続
に
つ
い
て
、
注
意
点
等
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　

な
お
、
相
続
財
産
で
あ
る
宅
地
等
が
、
相
続
人

の
生
計
を
立
て
て
い
く
た
め
の
基
礎
と
な
る
よ
う

な
財
産
で
あ
る
場
合
は
、
相
続
税
の
計
算
上
の

評
価
額
の
特
例
（
い
わ
ゆ
る
「
小
規
模
宅
地
等
の

減
額
特
例
」）の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
触
れ
ま
せ
ん
。

相
続
と
遺
産
分
割
協
議

（
１
）
遺
産
分
割
協
議
と
は

　
「
相
続
」
と
は
亡
く
な
ら
れ
た
方（
＝
被
相
続
人
）

の
財
産
上
の
権
利
義
務
を
承
継
す
る
こ
と
で
す
。

相
続
は
、
人
の
死
亡
に
よ
り
自
動
的
に
開
始
し
ま

す
。こ
の
承
継
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
人
が「
相
続
人
」

で
あ
り
、「
法
定
相
続
人
」
と
は
、
民
法
に
よ
り
被

相
続
人
の
財
産
上
の
権
利
義
務
を
承
継
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
方
で
す
。
相
続
人
が
複
数
人
の
と
き
は
、

こ
の
財
産
上
の
権
利
義
務
は
共
有
と
な
り
ま
す
。

【図表１】遺産分割協議の進め方

遺言書が残されている
可能性があれば、

公証役場や法務局等で
その有無を確認する

相続人及び
相続財産の
調査をする

調査に
基づき、遺産
の分け方を
話し合う

遺産分割
協議書を
作成する

各相続財産
の名義変更

を行う

※ なお、遺産を分けるときの基準として、法定相続分や寄与分、特別受益がある（本誌前号に掲載）。
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定
相
続
分
に
よ
り
相
続
財
産
を
分
け
る
場
合
な
ど

に
、
居
住
権
を
確
保
し
た
ま
ま
、
老
後
の
生
活
費

と
し
て
の
現
預
金
等
を
取
得
し
や
す
く
な
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
制
度
創
設
の

趣
旨
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
派
生
し
た
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
配
偶

者
居
住
権
は
存
続
期
間
経
過
後
に
消
滅
す
る
た
め
、

居
住
建
物
や
そ
の
敷
地
を
相
続
に
よ
り
取
得
し
た

者
に
そ
の
価
値
を
無
税
で
移
転
で
き
る
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
配
偶
者
居
住
権
を
資

金
化
し
た
い
場
合
、
居
住
建
物
や
そ
の
敷
地
の
所

有
者
に
有
償
放
棄
す
る
か
、
居
住
建
物
や
そ
の
敷

地
の
所
有
者
と
共
同
で
外
部
に
売
却
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
で
す
。
将
来
、
老
人
ホ
ー
ム
に
入
り
た

い
な
ど
の
希
望
が
あ
る
場
合
、
配
偶
者
居
住
権
の

存
在
は
、
そ
の
障
害
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

そ
の
設
定
は
慎
重
に
検
討
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

遺
産
分
割
の
た
め
の

そ
の
他
の
対
策

（
１
）
代
償
金
の
支
払
い
と
生
命
保
険
の
活
用

　

相
続
人
が
自
宅
不
動
産
を
単
独
で
引
き
継
ぎ
た

い
と
い
う
よ
う
な
場
合
に
、
上
述
の
代
償
分
割
の

方
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
代
償
分
割

を
利
用
す
る
場
合
、
代
償
金
を
ど
う
用
意
す
る
か

が
問
題
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
有
効
な
の
は
生
命

保
険
契
約
の
利
用
で
す
、
つ
ま
り
、
自
宅
を
引
き

継
ぐ
子
を
生
命
保
険
金
の
受
取
人
と
す
る
生
命

保
険
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
代
償
金
の

支
払
い
に
備
え
ま
す
。

配
偶
者
居
住
権
及
び
敷
地
利
用
権
に
つ
い
て
は
、

財
産
的
価
値
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
３
）�

配
偶
者
居
住
権
を
利
用
し
て
遺
産
分
割
等

を
行
う
場
合
の
注
意
点

① 

配
偶
者
居
住
権
の
成
立
要
件

　

配
偶
者
居
住
権
は
、配
偶
者
が
被
相
続
人
の
保
有

す
る
建
物
に
相
続
開
始
の
と
き
に
居
住
し
て
お
り
、

そ
の
建
物
が
、
被
相
続
人
が
配
偶
者
以
外
の
者
と

共
有
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
に
、遺
産
分
割

協
議
や
遺
言
に
よ
り
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

② 

配
偶
者
居
住
権
の
存
続
期
間
経
過
後
の
取
扱
い

　

配
偶
者
居
住
権
や
そ
の
対
象
と
な
っ
た
居
住
建

物
の
価
額
、
そ
し
て
、
敷
地
利
用
権
の
価
額
は
、

相
続
税
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
国
税
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
下
さ
い
。

　

配
偶
者
居
住
権
は
存
続
期
間
満
了
後
、
そ
の
権

利
が
消
滅
し
ま
す
。
居
住
建
物
や
そ
の
敷
地
の
所

有
者
は
、
配
偶
者
居
住
権
に
よ
る
制
約
を
受
け
る

こ
と
は
な
く
な
り
、
居
住
建
物
や
そ
の
敷
地
に
つ

い
て
、
配
偶
者
居
住
権
の
価
額
や
敷
地
利
用
権
の

価
額
分
の
価
値
が
復
活
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

③ 
配
偶
者
居
住
権
等
の
放
棄
又
は
譲
渡

　

配
偶
者
居
住
権
を
そ
の
存
続
期
間
中
に
放
棄
し

た
場
合
、
居
住
建
物
や
そ
の
敷
地
の
所
有
者
は
、

配
偶
者
居
住
権
や
敷
地
利
用
権
相
当
の
利
益
を
受

け
る
こ
と
と
な
り
、
贈
与
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
配
偶
者
居
住
権
を
単
独
で
譲
渡
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

④ 

配
偶
者
居
住
権
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

　

配
偶
者
居
住
権
は
、
居
住
用
不
動
産
を
そ
の
ま

ま
取
得
す
る
よ
り
も
低
い
評
価
と
な
る
た
め
、
法

遺
産
に
自
宅
建
物
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
住
ん

で
い
る
被
相
続
人
の
配
偶
者
に
つ
い
て
配
慮
す
る

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
被
相
続
人
の
配
偶
者
が
、

引
き
続
き
自
宅
に
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
考
え
ら
れ
た
の
が
「
配
偶
者
居
住
権
」
で
す
。

配
偶
者
居
住
権
に
は
、
通
常
の
配
偶
者
居
住
権
と
、

配
偶
者
短
期
居
住
権
が
あ
り
ま
す
。

（
２
）
配
偶
者
短
期
居
住
権
と
配
偶
者
居
住
権

　
「
配
偶
者
短
期
4

4

居
住
権
」
と
は
、
自
宅
建
物
を

所
有
す
る
被
相
続
人
の
死
後
、
そ
の
配
偶
者
が
住

み
慣
れ
た
自
宅
に
、
一
定
期
間
無
条
件
か
つ
無
償

で
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
で
す
。
こ
の

権
利
は
相
続
開
始
時
に
自
動
的
に
発
生
し
ま
す

の
で
、
遺
言
や
遺
産
分
割
協
議
に
よ
っ
て
権
利
を

設
定
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
配
偶
者
短
期
居

住
権
は
、
そ
の
配
偶
者
が
被
相
続
人
の
戸
籍
上
の

配
偶
者
で
あ
り
、
被
相
続
人
の
所
有
し
て
い
た

建
物
に
、
相
続
開
始
時
に
無
償
で
居
住
し
て
い
た

と
き
に
発
生
し
ま
す
。

　

配
偶
者
短
期
居
住
権
の
存
続
期
間
は
、
自
宅
建

物
に
つ
い
て
、「
遺
産
の
分
割
に
よ
り
そ
の
建
物
を

取
得
す
る
人
が
確
定
し
た
日
」
又
は
「
相
続
開
始

の
と
き
か
ら
６
か
月
を
経
過
す
る
日
」
の
い
ず
れ

か
遅
い
日
ま
で
の
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
配
偶
者
短
期
居
住
権
に
つ
い
て

は
、
そ
の
評
価
額
は
ゼ
ロ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、「
配
偶
者
居
住
権
」
は
、
特
に

期
限
を
定
め
な
け
れ
ば
、
そ
の
配
偶
者
の
終
身
、

そ
の
権
利
が
持
続
す
る
も
の
で
す
。
建
物
に
配
偶

者
居
住
権
が
設
定
さ
れ
る
と
、
そ
れ
に
基
づ
き
そ

の
敷
地
の
利
用
権
も
生
じ
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

【図表２】相続財産の分割方法 共有分割換価分割

￥

代償分割

￥

￥
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相
続
人
全
員
と
な
り
ま
す
。
譲
渡
所
得
は
全
員
に

帰
属
し
、
こ
れ
に
対
す
る
所
得
税
は
全
員
が
負
担

し
ま
す
。
実
務
で
は
、
共
同
相
続
人
中
の
特
定
の

者
が
代
表
し
て
そ
の
名
で
処
分
す
る
こ
と
も
多
い

の
で
す
が
、そ
の
場
合
は
、他
の
相
続
人
は
そ
の
特

定
の
者
に
委
任
状
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

換
価
分
割
の
場
合
、
相
続
人
ら
で
決
定
し
た

取
得
割
合
に
応
じ
、
相
続
人
ご
と
に
譲
渡
所
得

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
要
件
を
満

た
せ
ば
、
居
住
用
財
産
の
特
別
控
除
（
い
わ
ゆ
る

「
３
０
０
０
万
円
控
除
」）
等
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。

　

相
続
不
動
産
を
譲
渡
す
る
際
は
、
被
相
続
人
が

そ
の
不
動
産
を
取
得
し
た
時
期
と
取
得
価
額
を

相
続
人
が
引
き
継
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
相
続
不

動
産
を
相
続
し
た
と
き
に
課
税
さ
れ
た
相
続
税
の

う
ち
一
定
の
金
額
を
、
譲
渡
代
金
か
ら
控
除
し
て

譲
渡
所
得
を
計
算
す
る
と
い
う
、
相
続
税
額
の

取
得
費
加
算
の
特
例
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。

（
３
）
相
続
不
動
産
を
譲
渡
す
る
場
合
の

　
　

 

取
得
費
加
算
の
特
例

　
「
相
続
税
額
の
取
得
費
加
算
の
特
例
」
は
、相
続

又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
土
地
、
建
物
、
株
式

な
ど
の
財
産
を
、一
定
期
間
内
に
譲
渡
し
た
場
合
に

適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
特
例
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、

①
相
続
や
遺
贈
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
人
で
、

②
取
得
し
た
と
き
に
相
続
税
が
課
税
さ
れ
て
お
り
、

③
そ
の
取
得
し
た
財
産
を
、相
続
開
始
の
あ
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
相
続
税
の
申
告
期
限
の
翌
日
以
後
３

年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
譲
渡
し
て
い
る
人
で
す
。

（
４
）
空
き
家
特
例

　

相
続
財
産
で
あ
る
被
相
続
人
の
居
住
用
家
屋
及

て
い
た
場
合
に
は
、
持
戻
し
計
算
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
を「
持
戻
し
免
除
の
意
思
表
示
」

と
い
い
ま
す
。

　

民
法
相
続
法
の
改
正
に
よ
り
、
婚
姻
期
間
が
20

年
以
上
で
あ
る
夫
婦
間
で
居
住
用
不
動
産
の
遺
贈

又
は
贈
与
が
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
、
持
戻
し
免
除
の
意
思
表
示
が
あ
っ
た
も
の

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
贈
与
税
の
配
偶
者
控
除
の
特
例
の
要
件
を

満
た
す
場
合
に
は
、
持
戻
し
免
除
の
意
思
表
示
が

あ
っ
た
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
金
額
は
、
遺
産
分
割

協
議
の
際
、
考
慮
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
贈
与
税
の
配
偶
者
控
除
の
特
例
を
受
け

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
相
続
税
の
計
算
に
お
い
て

も
、
相
続
財
産
に
持
ち
戻
さ
な
く
て
い
い
こ
と
も

メ
リ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
。

相
続
に
よ
り
取
得
し
た
不
動
産
を

売
却
す
る
時
の
注
意
点

（
１
）
相
続
不
動
産
の
売
却

　

相
続
財
産
の
な
か
に
、
相
続
人
が
利
用
を
予
定

し
な
い
不
動
産
が
あ
っ
た
場
合
、
現
金
化
を
検
討

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、「
直
接
そ
の
不

動
産
を
遺
産
分
割
の
対
象
と
せ
ず
、
現
金
化
後
に

相
続
人
間
で
分
割
す
る
方
法
」と
「
そ
の
不
動
産
を

特
定
の
相
続
人
一
人
の
名
義
に
し
て
売
却
す
る

方
法
」
が
あ
り
ま
す
。
未
分
割
の
ま
ま
売
却
し
て

相
続
人
間
で
分
け
る
方
法
を
「
換
価
分
割
」
と

い
い
ま
す
。

（
２
）
換
価
分
割
の
方
法
と
譲
渡
所
得
の
申
告

　

換
価
分
割
で
は
、
遺
産
を
処
分
す
る
の
は
共
同

（
２
）
居
住
用
不
動
産
の
贈
与

① 

居
住
用
不
動
産
の
生
前
贈
与

　

自
分
の
死
後
に
配
偶
者
の
居
住
権
を
守
る
方
法

と
し
て
、
遺
言
に
よ
り
配
偶
者
に
配
偶
者
居
住
権

を
相
続
さ
せ
る
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
配

偶
者
居
住
権
の
方
法
は
自
宅
不
動
産
の
権
利
関
係

が
複
雑
に
な
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
な
ら
ば
、い
っ
そ
、生
前
に
自
宅
不
動
産
を
配

偶
者
に
贈
与
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を

容
易
に
す
る
の
が「
贈
与
税
の
配
偶
者
控
除
」で
す
。

　

こ
の
特
例
は
、婚
姻
期
間
が
20
年
以
上
の
夫
婦
の

間
で
、
居
住
用
不
動
産
又
は
居
住
用
不
動
産
を
取

得
す
る
た
め
の
金
銭
の
贈
与
が
行
わ
れ
た
場
合
、

贈
与
税
の
課
税
価
格
か
ら
最
高
２
０
０
０
万
円
控

除
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。そ
れ
と
は
別
に
年

１
１
０
万
円
の
基
礎
控
除
が
あ
り
ま
す
の
で
、自
宅

不
動
産
が
２
１
１
０
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
贈
与

税
の
負
担
無
し
に
贈
与
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

注
意
点
と
し
て
は
、
登
記
費
用
及
び
不
動
産
取

得
税
が
か
か
る
こ
と
、
自
宅
に
係
る
固
定
資
産
税

等
が
配
偶
者
に
対
し
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

② �

居
住
用
不
動
産
を
生
前
贈
与
さ
れ
た
配
偶
者
が

い
る
場
合
の
遺
産
分
割
協
議

　

遺
産
分
割
協
議
を
行
う
際
、
被
相
続
人
か
ら
生

前
贈
与
に
よ
っ
て
特
別
の
利
益
を
受
け
た
人
が
い

る
場
合
、
民
法
で
は
、
そ
の
特
別
の
利
益
を
相
続

財
産
に
持
ち
戻
し
て
（
相
続
財
産
に
加
え
て
）、
各

相
続
人
の
相
続
分
を
計
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
被
相
続
人
が
、
こ
の

持
戻
し
を
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
意
思
表
示
し

● 相続不動産の譲渡の際、取得価額がわからない場合は？ ●
　相続不動産を譲渡すると、その譲渡所得に対する課税があります。税額の計算にあたって
は、取得価額を証明できる売買契約書や領収書等が必要です。これらがない場合、譲渡価額
の5％相当額を取得価額とすることができます。しかし、譲渡価額よりも取得価額のほうが
高ければ損失となるため課税されないところ、取得価額が譲渡価額の５％相当額しか計上できな
ければ譲渡価額のほうが取得価額よりも高くなり、課税されます。
　不動産を購入した際には、売買契約書や領収書等をきちんと管理しておくことが大事です。
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の
誰
も
が
そ
れ
を
取
得
し
た
く
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
土
地
が
管
理
で
き
な
い
ま
ま

放
置
さ
れ
る
こ
と
で
、
将
来
、
所
有
者
不
明
土
地

が
発
生
す
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
、
相
続
等
に

よ
っ
て
土
地
の
所
有
権
を
取
得
し
た
相
続
人
が
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
、
土
地
を
手
放

し
て
国
庫
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る

「
相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
」
が
令
和
５
年
４
月

27
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
同
日
前
に
相
続

等
に
よ
り
取
得
し
た
土
地
に
つ
い
て
も
、こ
の
制
度

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
相
続
人
に
限
り
ま
す
が
、
相
続
し
た
土
地
で

あ
っ
て
も
全
て
の
土
地
を
国
に
引
き
渡
す
こ
と
が

で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
引
き
渡
す
た
め
に
は
、

そ
の
土
地
に
建
物
が
な
い
こ
と
な
ど
、通
常
の
管
理

や
処
分
を
す
る
に
当
た
り
、
多
く
の
費
用
や
労
力

が
必
要
な
い
こ
と
と
い
う
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
す
る
際
に
は
、
１
筆
の
土
地
当
た
り

１
万
４
千
円
の
審
査
手
数
料
を
納
付
す
る
必
要
が

あ
り
、
法
務
局
に
よ
る
審
査
を
経
て
承
認
さ
れ
る

と
、
土
地
の
性
質
に
応
じ
た
標
準
的
な
管
理
費
用

を
考
慮
し
て
算
出
し
た
10
年
分
の
土
地
管
理
費
相

当
額
の
負
担
金
を
納
付
し
ま
す
。
負
担
金
は
、１
筆

ご
と
に
20
万
円
が
基
本
と
な
り
ま
す

　

こ
の
制
度
の
窓
口
は
そ
の
土
地
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
都
道
府
県
の
法
務
局
・
地
方
法
務
局
の

本
局
と
な
り
ま
す
。
同
所
で
予
約
の
上
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

下
さ
い
。

産
の
発
生
の
一
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
不
動
産
登
記
法
等
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、
相
続
等
に
よ
り
不
動

産
を
取
得
し
た
相
続
人
は
、
相
続
に
よ
り
所
有
権

を
取
得
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に

相
続
登
記
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。
同
日
前
に
発
生
し
た
相
続
で
も
、

未
登
記
で
あ
れ
ば
、
義
務
化
の
対
象
と
な
り
ま
す

（
３
年
間
の
猶
予
期
間
が
あ
り
ま
す
）。

　

正
当
な
理
由
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上

記
期
間
内
に
相
続
登
記
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
、

10
万
円
以
下
の
過
料
の
適
用
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
２
）
固
定
資
産
税
の
対
応

　

建
物
に
つ
い
て
は
、そ
も
そ
も
何
ら
か
の
事
情
で

登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。令
和
２

年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、市
町
村
の
条
例
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
未
登
記
と
な
っ
て
い
る
家
屋

の
所
有
者
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
市

役
所
等
へ
所
有
者
変
更
届
の
提
出
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、登
記
簿
上
の
所
有
者
が
死
亡
し
、

相
続
登
記
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
現
所
有

者
（
相
続
人
等
）
に
対
し
て
も
、
所
有
者
変
更
届

の
提
出
が
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、市
町
村
等
が
調
査
を
尽
く
し
て
も
な
お

固
定
資
産
の
所
有
者
が
一
人
も
明
ら
か
と
な
ら
な

い
場
合
、
事
前
に
使
用
者
に
対
し
て
通
知
し
た
上

で
、
使
用
者
を
所
有
者
と
み
な
し
て
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
登
録
し
、
固
定
資
産
税
を
課
す
こ
と

が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
３
）
相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
の
創
設

　

相
続
不
動
産
で
あ
る
土
地
に
つ
い
て
、
相
続
人

び
そ
の
敷
地
に
つ
い
て
、
社
会
問
題
で
あ
る
耐
震

基
準
を
満
た
さ
な
い
空
き
家
の
発
生
を
抑
制
す
る

た
め
、
相
続
人
が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
譲
渡
を

行
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
譲
渡
所
得
を
軽
減
す
る
特

例
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る「
空

き
家
控
除
」
で
す
。

　

こ
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
家
屋
は
、
①
被
相

続
人
が
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
た
、
②
昭
和
56
年

５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
、
③
区
分
所
有

建
物
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
建
物
で
す
。
こ
の
特

例
の
適
用
に
よ
り
、
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
最
高

３
０
０
０
万
円
ま
で
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
特
例
の
目
的
は
、耐
震
基
準
を
満
た
さ
な
い

空
き
家
の
発
生
を
抑
制
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
の

で
、
譲
渡
す
る
前
に
、
耐
震
基
準
を
満
た
す
よ
う

に
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
か
、
居
住
用
家
屋
自
体
を

取
り
壊
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、特
例
適
用

の
た
め
に
は
、譲
渡
の
前
に
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用

又
は
取
壊
し
費
用
を
支
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
相
続
登
記
の
義
務
化
」
と

「
相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
」の
創
設

（
１
）
相
続
登
記
申
請
の
義
務
化

　

相
続
等
に
よ
り
取
得
し
た
不
動
産
の
登
記
の
申

請
は
、
現
行
で
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

不
動
産
の
所
有
者
に
相
続
が
発
生
し
て
も
登
記
が

そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
数
回
の

相
続
を
経
て
、
そ
の
不
動
産
の
所
有
権
を
有
す
る

者
が
多
人
数
と
な
っ
て
い
た
り
、
真
の
所
有
者
が

不
明
と
な
っ
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
十
分
な
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
不
動
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